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一●
■
月
５
■
●
平
成
で
最
大
の

一豪
重
が
西
〓
率
壼
妻
い
始
０
た

中
■
我
々
国
民
全
員
の
金
に
露

一わ
る
一
つ
の
法
案
が
衆
院
を
通
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ｔ
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．
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こ
れ
に
よ
り
水
通
事
業
の
広

一城
Ｉ
憲
駆
す
ヽ
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聞
企
業
へ
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晉
権
の
売
難
が
可
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に
な
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・濠
豊
労
働
省
に
問
い
合
わ
せ

る
ｔ
、
壺
静道
で
は
民
営
化
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で

は
■
く
運
営
義
を
民
欄
Ｉ
任
せ

る
■
い
一，
こ
と
」
と
説
懐
す
る

が
一
■
■
党
‐の―・
本
太
郎
参
競

言
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逮
〓
番
場
の
選
霊
藤
冨
理
、

水
質
検
査
一
料
金
篠
収
な
ど
が

民
目
企
業
に
任
さ
れ
る
０
だ
か

・ら
ず
ｔ
．れ
は
ど
う
考
え
て
き
露

営
化
だ
ろ
■ヽ
●
一　
・　
一
●

一
で
しれ
ま
で
‐ｉも鉄
道
ヤ
電
話
事

一警

壺
螢
乗
雀
一
重
露
覺

は
奇
わ
れ
て
き
ま
し
た
ｏ
し
か

ｔ
、　
―水道
は
優
民
―の
生
活
や
命

に
直
結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
ｏ

そ
れ
を
十
分
な
周
知
も
な
し
に

い
き
な
り
民
営
化
し
た
わ
け
で

す
か
ら
、
今
後
の
混
題
は
避
け
．

参

十

は
当
た
り
蘭
，
と
の
論
調
も
あ

る
が
、
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換
機
豚
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ぼ
陸
隊

一
爆

鷹

に

は

匿

晟

に
戻
っ
て
い
る
本
末
転
‐憾
０
ケ

．

一
．

と
説
明
す
る
。

で
は
、
一世
界
で
大
失
敗
を
続

け
る
水
道
民
営
化
で
起
ぎ
う
る

課
題
ヽ
そ
し
て
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
か
ｏ

そ
の
最
悪
■
も
の
が
、
水
質

が
重π
資
予
彙
彗
票
ぶ
飲
め，‥な

く
な
る
こ
と
だ
“

「イ
ン
グ
ラ
ン
ト
で
は
民
営
化

後
に
、
水
質
検

‐
査
の
合
絡
事
が

大
き
く
低
下
。
米
国
一
ア
ト
ラ

ン
タ
市
で
は
水
道
か
ら
泥
水
が

噴
出
し
ま
し
た
“　
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し
か
し
、
こ
．れ
は
ま
だ
か
わ

い
い
ほ
う
℃
ツ
ド
ニ
ー
で
は
寄

生
虫
が
発
見
さ
れ
た
億
）
な
ん

と
フ
イ
リ
ピ
ン
で
は
２
０
０
３

年
に
水
道
水
が
大
湯
菌
に
汚
染

さ
れ
、
コ
ン
テ
が
大
重
電

多

く
の
屁
者
が
出
る
惨
事
に
」

密
露
一
０
金
薦
霊
繁
一
番
）
・

毎
■
一
口
に
す
る
水
だ
け
に
、

こ
の
一携
二
嘉
墓
う
事
態
だ
け

は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
い

清基
ぷ
毒
そ
い」で
奎
藩
は
、
水

道
に
関
す
る
１０
０
■
■
夕
を
お

め
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
こ

の
よ
う
な
民
営
化
を
誰
が
進
め

た
の
か
一
　
　
　
　
．

「実
は
、
旗
糠
り
役
は
鷹
生
太

郎
購
勝
瀬
な
ん
で
す
一
第
二
次

安
醤
政
権
発
患
書
姜
０
１３
年
４

長

ヮ
シ
ン
ト
ン
で
ス
ピ
■
チ

を
行
っ
た
藤
に

タロ
本
の
国
営

も
し
く
は
市
営
・
町
営
の
水
道

は
、
す
べ
で
民
営
化
し
Ｉ
み

ｔ
唐
突
に
お塁
肇
し
た
こ
と‐が
発

性
Ｔ
Ｃ
い
たヽ
■
手
こ
金
爾
鶴
尋

と
は
い
４ヽ

財
務
相
と
い
つヽ

立
場
で
董
々
と
宣
言
・実
行
ｔ

た
か
ら
に
は
当
然
、
メ
リ
ツ
■

が
あ
る
‐べ
き
は
ず
“
そ
れ
は
ヽ

自
由
競
争
の
中
で
水
道
料
金
が

安
て
な
る
こ
と
だ
と
い
う
が
、

水
道
料
金
は
む
し
ろ
高
く
な
る

Ｉ
露
業
螢
Ｆ
と
で
■

「饉
国
の
一暮
軍
化
後
の
事
傷
を

み
れ
ば
二
■
職
然
で
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か
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０
０
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年
ま
で

■
道
専
業
〓
民
営
ｔ
じ
て
い
た

バ
リ
は
ヽ
そ
の
目
に
水
道
料
金

が
２
６
う
％
上
昇
「
南
ソ
フ
リ

功
や
中
南
米
で
は
貧
麗
層
が
水

を
飲
め
な
い
状
態
に
な
り
ヽ
２

０
０
人
の
死
者
が
出
る
暴
動
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
か

ら
。
■
奎
魔
終
卜
民
営
化
で

一會
重
纂
赤
警
で
な
る
と
は
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え
ら
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ま
せ
ん
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ッ
ト
よ
ろ
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ボ
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の

水
を
飲
め
ば
い
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の
に
」
と
い
２
」

と
か
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現
在
の
日
本
で

・

は
安
～
農
基
壊

水
が
・〓
要
で
曇
懸
Ｔ

‐され
て
い
る
が
ヽ

そ
れ
で
も
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憂
至
Ｔ

は
‐Ｉ
ぼ
１０
倍
あ
る
。

水
源
が
あ
る
か
０

な
い
か
す
ま
た
、

水
を
ボ
ン
プ
で
運

ぶ
際
０
冨
纂
償
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
で
，
こ
の
差

一

が
生
ま
れ
る
。

一
だ
が
ず
民
営
化
後
は
「
地
域

に
よ
る
水
道
料
金
の
差
Ｆ
さ
ら

に
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
民
営
化
す
る
と

い
ヽ，
こ
と
は
、

赤
字
が
許
さ
れ
な

い
と

い
ヽ，
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、

人
目
が
少
な
い
地
域
や

士
聾
螢
言
のヽ
識
春
量
番
響
な

ど
が
多
ぐ
か
か
る
地
域

は
、
そ
れ
を
利
着
者
の
料
金
に
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な
け
れ
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な
ら
な
”

で
ｔ
一■
■

＾
璽
尋

　

一
●

そ
の
た
め
■
通
藤
縄
壌
毬
ど

難
一
で
も
で
も
凛
整
う
機
持
モ

断
意
す
〓
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｅ

ま
で
あ
‐る
と
‐一
ヶ
一
　
　
一

一ｔ

‐
は
一い
４ヽ

民
営
化
し
な
け

れ
ば
水
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れ
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て
総
選
あ
た
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の
料
金181



か
と
い
え
ば
い
事
は
そ
う
単
義

で
は
な
‥一
一
■
す
０
グ

，
７
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難
鷺
鷲
轟

業
を
駐
字
に―
す
な
た
め
の
料
金

モ
デ
ル
を
表
し
た
も
の
「

つ
ま
り
、
た
だ
で
き
た
水
道

料
金
の
値
上
げ
が
必
至
な
状
況

で
「
民
‐
営
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が
そ
れ
に
追
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打
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さ
れ
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が

何
も
あ
，
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の
運
営
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を
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に
す
る
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そ
こ
で
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署
す
る
の
が
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「水
避
メ
ジ
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■
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れ

る
大
手
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で
一
人
気
の
あ
る
日
本
の
水

資
源
の
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配
を
狙
う
全
業
だ
つ

て
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

ま

宰
釜

霧

贅
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さ
ら
に
、
水
道
民
営
化
の
露

題
に
つ
い
ｆ
警
鐘
を
鳴‐ち
す
大

露
区
議
の
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須
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ミ
税
金
補
助
夕
の
可
能
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す
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み
義
言
つ
晨
領
夏
系
褒
覆
石

に
税
金
を
投
入
し
て
設
備
投
資

を
〓
せ
る
一方
ヽ
ホ
遊
塀
金
の

値
上
が
，
は
糖
瞬
金
負
理
で
義

え
置
い
て
庶
民
に
は
分
か
ら
な

い
よ
つ
に
す
る
ん
で
す
０

そ
れ
て
い
て
災
害
事
故
が
あ

つ
た
塀
合
の
責
任
は
、
所
有
者

で
あ
る
自
治
体
が
持
つ
‐。
そ
う

い
つヽ
倉
栞
圧畷
互
々
式
で
ヽ
多
難
留

ま
た
ず
災
害

時
の
対
応
Ｌ
懸

念
繊
轟
だ
ず
６

月
鵜
■
に
発
重

し
た
一大
阪
北
郡

地
震
で
は
「
触

万
人
以
上
が
断

彙
軍
浪
Ｉ
な
ど

， Ｃ
理
の
一書
ｒ
ｔ

受
け
た
ず
７
月

■
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―日
本
を
裏
・

っ
た
記
録
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や
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憶
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露
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れ
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目‐
本
の
水
を
狙
う
水
男
爵
の
存
在

饉
辟
酢
畔

化
設
備
投
資
も
含
め
た
海
外
フ

ア
ン
ト
を
難
の
中
で
贅
け
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
が
、
今
回
の
民
営
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＞
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え
■
上
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つ
ま
ヶ
ヽ
水
道
が
利
権
に
利

用
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
と
い
ヽ，
こ
と
で
あ
る
一

案
繋
轟
葬

部
消
費
で
き
る
ヽ
世
界
二
お
い
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